
「解説」

阿蘇外輪西麓の段丘区分と活断層について

Ｉはじめに

阿蘇西麓斜面から西方につづく台地部分は

白亜系姫浦層群が台地上の小山体をなして分

布するほかは、台地のほとんどが洪積世末期

の阿蘇火砕流堆積物、溶岩流及び段丘砂牒層

で構成されている。宮本ほか(1962）はそれ

らを高位から順に白水面、菊池面、託麻面及

び保田窪面に区分し、溶岩台地の白水面を除

くそれぞれの面に対応する砂喋層を菊池砂喋層、

託麻砂喋層及び保田窪砂牒層と命名した。そ

の後一部の修正を除いて基本的にはその区分

が踏襲され今日に至っている（有明海研究グ

ループ、１９６５：渡辺・小野、１９６９：籾倉､1９

７５：渡辺ほか、１９７９：熊本市水道局、1980、

など）。

近年、筆者らは５万分の１「菊池」の表層

地質調査の機会を得、それを通じて多くの新

知見をえた。その内容すでに渡辺・田村が教

育学部紀要に投稿し印刷中であるが、会員の

方々に参考にしていただく意味でその内容を

ここに紹介する。なお、本文に関係する地域

の地質図と層序を図－１及び表－１にそれぞ

れ示した。

Ⅱ段丘面区分と活断層群について

宮本ほか(1962）の菊池面と託麻面との区

分の主な根拠は、大津町吹田付近から合志町

群付近へ延びる両面間の急崖の存在と白川左

岸の高遊原台地北西端に接して菊池面に対比

される面が存在することであると思われる｡

しかし、従来の菊池面と託麻面は同一の段丘

面であり、それが多くの活断層によって切ら

れて変位したことが判明した。ここにその結
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表一１阿蘇外輪西麓の厨序表．

沖積層

保田窪砂牒層

託麻砂喋層

Ａｓｏ－４火砕流堆積物．．…．＞4.3×104y･③
大峰火砕丘・高遊原溶岩

花房層及び相当層

Ａｓｏ－３火砕流堆積物…10.3±42×104y､②
ＡＳＯ－３，－２間堆積物

Ａｓｏ－２火砕流堆積物…15.4±6.0×lO4y.②
赤井火砕丘・砥川溶岩

鱒f天職鶏…:職仙②
先阿蘇湖成層（合志層・下陳層）

先阿蘇火山岩類．．……＞0.43±0.02ｍ.ｙ､①
基盤岩類（木山変成岩類・白亜系）

①兼岡・小島(1970）

②岡口(1978）

③小野ほか(1977）

論に至るために重要であった事実とそれにま

つわる問題について以下に述べる。

Ⅱ－１砂喋層の分布と性質について

従来、砂牒層の存在が予想された菊池面及

び一部の託麻面には砂喋層が分布せず、下位

のASO－．４火砕流堆積物（以下単にAso-4の

ように記す）から成る部分があることである。

とくに大津町北方から西へ広がる菊池面とさ

れた台地のかなりの範囲で砂喋層が分布しな

い。地質図に示すように砂牒層が偶然に同台

地の南端に沿って分布し、しかも台地面が厚

いローム層におおわれるために砂牒層が台地

全体に広がっていると解されたために生じた

誤りと思われる。
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図一１阿蘇外輪西麓大津町付近の地質図（渡辺・田村，印刷中）
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１

図－２白川左岸の地形図（渡辺・田村，印刷中）

断層崖によって切られる旧河道跡地形（Ａ，Ｂ，及びＣ）

３１●

、
白川左岸の託麻面とされた託麻台地には、

Aso-4のつくる面がある。大津北方の台地、

託麻台地ともにAso-4の分布域の方が周囲

の砂陳層の分布域よりわずかに高く、その部

分ではＡｓｏ－４の中のサブユニットのうち、

分布の広いものの最末期の鳥栖オレンジ軽石

流堆祇物が認められる。このことはその表面

がＡｓｏ－４の堆積後ほとんど侵食されていな

いことを意味している。

以上のことは、大津北方の台地と白川以南

の託麻面が本質的には同じ性質であることを

意味し、両台地は平均海抜高度を異にしてい

るが、それは後述する活断層によって変位し

た結果と解される。

一方、託麻砂喋層は安山岩や溶結凝灰岩の

巨大操（熊本市内でも直径数ｍ）を含む特異

な砂喋層として注目されたが（熊本市水道局、

1980）、その性質は従来の菊池面の北西部を

除いて、菊池、託麻両面で共通している。

特に大津北方の台地の南西部及び白川両岸地

域でそれは顕著である。すなわち、この両面

に分布する砂陳層は、その下部の大部分をし

める巨大磯を含む陶汰不良の部分と、最上部

の薄い、陶汰のよい円喋層の部分とからなり、

それは両面で全く共通している。従って、こ

１Ｋｍ

図－３ボーリング柱状図での阿蘇火砕流堆
積物の変位（渡辺・田村，印刷中）
（ボーリング位圃は図－１参照）

の砂喋層は同時に形成されたが、何らかの理

由で高さを異にしていると考えざるをえない。

宮本ほか(1962）も砂燥層の類似性を述べな

がら分布域の高度差を強調している。

なお、巨大喋を含む部分は陳の円磨度も低

く、マトリックスに火山灰サイズ以下の組粒

部分を欠くが陶汰不良で、大規模な乱流によ

る運搬・堆菰を暗示する。その成因について

は別の機会にゆずる。

、－２活断層による変位について

地域内には空中写真判読により多くの活断
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図一４阿蘇外輪西麓の活断層群
（渡辺ら，１９７９に加筆）
Ａ；活断層の確実度，Ｂ；高遊原溶岩，Ｃ；砥川溶岩．，Ｄ；カルデラ縁，
Ｅ；火口，矢印；台地の傾斜
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層が推定され、そのうちのいくつかは確認で

きる。地質図には確実なものを実在断層（太

実線）確実度のやや低いものを推定断層（太

破線）とで示した。これらはAso-4及びそ

の後の砂操層壱切ることから松田ほか(1977）

の活断層の範ちゅうにはいる。以下に断層に

よる変位の例をいくつかあげる。

まず、白川左岸で高遊原台地北西端に接し

て託麻面より一段高い平担面がある。これは

白川左岸唯一の菊池両とされたが、その菊池

面から低い託麻面まで連続して、古い河道跡

地形が残されている（図－２のＡ）。この地

形の存在は、少なくとも河道跡地形ができた

後に両面は高さを異にしたものと解される。

また、断層より北側の面は現白川の上流側に

傾斜しており、それも崖地形から推定される

変位凪によって説明される。図示した断層の

近くには、それらと平行にﾛｰﾑ層を切る断層

の鱈頭が認められる。同様の河道跡地形は西

方の神園山付近にも見られる（図－２，Ｂ､Ｃ)。

一方、白川右岸の従来の菊池面及び託麻面

から堀られたボーリングではAso-1～Aso-

３の上面高度がそれぞれ約４０ｍ異なり、断

層による変位を考えざるをえない（図－３）。

大津町から西に延びる急崖がその断層崖と考

えられる。崖の比高は大津町付近で大きく、

西方で小さくなるが、４０ｍの変位量は付近

の崖の比高と略一致する。

その他、湯舟付近、上猿渡～住吉付近、及

び竹迫付近の断層は主にＡｓｏ－４の堆積面の

高度のずれから明らかなものである。上猿渡

西方の断層崖直上には崖に平行なローム層を

切る断層が見られる。

これらの活断層の変位量及びボーリング柱

状を参考にして推定される略南北断面を図一

１の下部に示した。図に示すように、この地

域では断層による地形面の変位は無視できな

い。とくに白川に沿って東西に延びる低地帯

は明らかに活断層によって形成された地溝で

ある。宮本ほかは白川に沿って背斜軸をもつ

撹曲運動を考えており、渡辺・小野(1969）

は高遊原溶岩台地の南東への傾動を述べた。

この白川沿いの地溝もその背斜軸に沿って平

行に内側が落ち込んだ結果と考えられる。

渡辺ほか（1979）はこの地域の東及び南に

接する地域で活断層の分布を示したが、今回

の結果を合せて図－４に示した。

Ⅱ－３ローム層の厚さ

宮本ほかによればそれぞれの面に乗るロー

ム層は異なるとされている。しかし彼らの菊

池面の東部はＡｓｏ－４そのものの面であり、

そこでローム層が厚くて、古いものまで分布

するのは当然である。また、託麻面には存在

せず、菊池面にのみ存在するとされた下位ロ

ーム層は両面で存在する。しかも西方ほどう

すくなる傾向はあるが近接した場所ではその

厚さも大差ない。従ってローム層の被覆関係

からも従来の両砂畷層の同時性が支持される。

なお、託麻面より新しい保田窪面上ではロー

ム層は明らかに薄い。

Ⅲまとめ

(1)従来の段丘面としての菊池面と託麻面と

の区分は白川沿いの断層崖を重視したための

誤まりであり、両面を栂成する砂牒層は同時

に形成され、それが活断層によって変位した

ものである。従って菊池面と託麻面は同義で

あるが、顕著な砂畷層の分布する従来の託麻

面の名を生かして両面を新たに託麻面とよび

対応する砂喋層を託麻砂喋層とよぶことにする。

(2)多くの活断層が分布し、とくに白川に沿

う低地は活断層による地溝である。

なお、紙面の都合により引用文献リス

トを省略させていただきますも
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